
題号 "ゆいっこ"は、古くは若者たちによる共同農作業という素朴な集団の呼称として使われていましたが、

この互助精神が福祉の精神そのものと思い、社会福祉協議会広報の題名にしました。
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収入合計
212,271,643円

収入合計
246,659,000円

決
算
報
告

予
算
概
要

令
和
2
年
度

令
和
3
年
度

　
一
戸
町
社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、
事
業
開
始
２
年
目
を
迎
え
る

児
童
福
祉
事
業
等
受
託
金
の
他
、
介
護
保
険
事
業
収
入
等
に
よ
り

令
和
３
年
度
の
事
業
を
展
開
し
て
参
り
ま
す
。

　
人
と
人
と
の
「
つ
な
が
り
」
を
大
切
に
、
新
た
な
地
域
づ
く
り

や
地
域
の
支
え
あ
い
に
よ
る
活
動
の
充
実
を
目
指
し
推
進
し
て
い

き
ま
す
。（
令
和
３
年
度
事
業
計
画
は
６
～
７
ペ
ー
ジ
参
照
）

　
一
戸
町
社
会
福
祉
協
議
会
は
、

令
和
2
年
度
も
住
民
の
皆
様
や

各
関
係
機
関
か
ら
ご
協
力
い
た
だ

き
、
事
業
を
無
事
に
行
う
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
一
戸
町
社
会
福
祉

協
議
会
の
令
和
2
年
度
決
算
に
つ

い
て
次
の
通
り
ご
報
告
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。

勘定科目 決算額

事業活動
による収支

収入

会費収入 3,679,200
寄付金収入 32,900
経常経費補助金収入 27,968,058
受託金収入 6,796,837
貸付事業収入 379,500
事業収入 1,872,650
介護保険事業収入 16,543,680
保育事業収入 149,434,413
受取利息配当金収入 1,268
その他の収入 73,100
事業活動収入計（1） 206,781,606

支出

人件費支出 174,210,729
事業費支出 23,786,472
事務費支出 5,507,146
貸付事業支出 238,000
助成金支出 926,767
事業活動支出計（2） 206,669,114

事業活動資金収支差額（3）＝（1）-（2） 2,112,492

施設整備等
による収支

収入 　 348,000
施設整備等収入計（4） 348,000

支出 固定資産取得支出 360,910
施設整備等支出計（5） 360,910

施設整備等資金収支差額 (6) ＝ (4)-(5) △ 12,910
勘定科目 決算額

その他の活動
による収支

収入
拠点区分間繰入金収入 1,000,000
サービス区分間繰入金収入 281,938
その他の活動収入計（7） 1,281,938

支出

積立資産支出 999
拠点区分間繰入金支出 1,000,000
サービス区分間繰入金支出 281,938
その他の活動による支出 2,865,406
その他の活動支出計 (8) 4,148,343

特別増減差額 (9) ＝ (7)-(8) △ 2,866,405
当期資金収支差額合計 (10) ＝ (3)+(6)+(9) △ 766,823

前期未支払資金残高 (11) 5,142,037
当期未支払資金残高 (12) 4,375,214

　奥中山のとある理容店では、高齢者や障がい者を中心とした利用客に対して、ドレスアッ
プや写真撮影の機会を提供しています。「戦後の厳しい時代を生き抜いた高齢者の皆さ
んに、残り限られた人生を楽しく華やかに過ごしてほしい」と、理美容を通じて大先輩へ
感謝の気持ちを届ける理容店店主。
　初めは恥ずかしがり拒んでいた利用客も、髪を整え華やかな衣装を目の前に、少しず
つ表情が和らぎ素敵な笑顔を見せていました。（関連１０ページ）

任期満了に伴い、新役員が選任されましたのでご紹介いたします。あわせて４月から採用となりま
した新任職員をご紹介いたします。よろしくお願いいたします。

資金収支計算書 (単位 / 円）

表紙の紹介

令和３年度役職員紹介

林野榮五郎
堀口泰男　大道正樹
片野修　女ケ澤富士雄　山火清孝　駒木彬了　中瀬淑子
早坂伸子　
松田金谷　中瀬正一

会長
副会長
理事

監事

役員紹介

泉久保星
澤久保由貴子

いちのへじょうもんの里こども園　
奥中山保育所

新採用職員

経常経費補助金収入・受託金収入
施設整備補助金収入・保育事業収入
県や町から入ってくるお金

（補助金、受託金、共同募金配分金など）
184,547,308円

支出合計
207,896,429円

支出合計
246,659,000円

人件費支出
事業の推進やサービスを提供
する人のために使われるお金
174,210,729円

人件費
事業の推進やサービスを提供する人のため
に使われるお金
195,948,000円

予備費支出
事業の推進やサービスを提供
する人のために使われるお金
2,899,000円

経常経費補助金　受託金
県や町から入ってくるお金

（補助金、受託金、共同募金配分金など）
216,306,000円

介護保険事業収入
介護サービスを提供して入るお金
16,185,000円

前期末支払資金残高
4,378,000円

その他のお金
（参加費収入、寄付金収入、貸付償
還金、宅配食事サービスや外出支援
サービスの利用料など）
6,104,000円 会費収入

町内の皆さまからいただいている
社協会費
3,686,000円

その他の支出
事業の推進やサービスを提供
する人のために使われるお金
5,037,000円

事務費
事務費等法人の運営のために
使われるお金
8,726,000円

事業　貸付　助成
困っている人や地域で活動する方々のため
に使われるお金
34,049,000円

事業費支出
困っている人や地域で活動する
方々のために使われるお金　
24,951,239円

その他の支出　
3,227,315円

事務費支出
事務費等法人の運営の
ために使われるお金
5,507,146円

介護保険事業収入
介護サービスを提供し
て入るお金
16,543,680円

会費収入
町民の皆様からいただ
いている社協会費
3,679,200円

87％87％

前期末支払資金残高
前年度繰越金
5,142,037円

その他のお金
（参加費収入、寄付金収入、貸付償還金、宅配食

事サービスや外出支援サービスの利用料など）
2,359,418円
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1 4 月 1 日に行われたこども園開園式に
は、5 歳児 10 名が参加。新しい園服に
身を包み、どの子も少し緊張した様子で
した。
23 3 ～ 5 歳児クラスでは、運動や英語
教室、高齢者施設との交流など多様な学
びの機会を提供します。
45 0 ～ 2 歳児クラスの様子。先生やお
友達とのふれあいを大切にしています。

いちのへじょうもんの里

こども園開園

一戸幼稚園と
鳥海保育所の
歴史

じ
ょ
う
も
ん
の
里
こ
ど
も
園　
園
歌

じ
ょ
う
も
ん
の
里
こ
ど
も
園　
園
歌

　
　
　
　
　
桂　
史
子　
作
詞
・
作
曲

　
　
　
　
　
桂　
史
子　
作
詞
・
作
曲

１１　
ね
え
ね
え
み
て
み
て　
わ
た
し
の
て

　
ね
え
ね
え
み
て
み
て　
わ
た
し
の
て

　
　
こ
ん
な
に
た
く
さ
ん　
ひ
ろ
が
る
よ

　
　
こ
ん
な
に
た
く
さ
ん　
ひ
ろ
が
る
よ

　
　
よ
こ
に
の
ば
す
と　
そ
こ
に
は
と
も
だ
ち

　
　
よ
こ
に
の
ば
す
と　
そ
こ
に
は
と
も
だ
ち

　
　
う
ー
ん
と
の
ば
し
て　
タ
ッ
チ
！

　
　
う
ー
ん
と
の
ば
し
て　
タ
ッ
チ
！

　
　
き
ょ
う
も
ニ
コ
ニ
コ

　
　
き
ょ
う
も
ニ
コ
ニ
コ

　
　
じ
ょ
う
も
ん
の
さ
と
こ
ど
も
え
ん

　
　
じ
ょ
う
も
ん
の
さ
と
こ
ど
も
え
ん

２２　
ね
え
ね
え
み
て
み
て　
あ
の
こ
の
て

　
ね
え
ね
え
み
て
み
て　
あ
の
こ
の
て

　
　
あ
ん
な
に
た
く
さ
ん　
の
ば
せ
る
よ

　
　
あ
ん
な
に
た
く
さ
ん　
の
ば
せ
る
よ

　
　
お
そ
ら
に
の
ば
す
と　
そ
こ
に
は
お
ひ
さ
ま

　
　
お
そ
ら
に
の
ば
す
と　
そ
こ
に
は
お
ひ
さ
ま

　
　
う
ー
ん
と
の
ば
し
て　
タ
ッ
チ

　
　
う
ー
ん
と
の
ば
し
て　
タ
ッ
チ
!!

　
　
き
ょ
う
も
ぽ
か
ぽ
か

　
　
き
ょ
う
も
ぽ
か
ぽ
か

　
　
じ
ょ
う
も
ん
の
さ
と
こ
ど
も
え
ん

　
　
じ
ょ
う
も
ん
の
さ
と
こ
ど
も
え
ん

保
育
と
教
育
の
機
能
を

合
わ
せ
持
つ
施
設

保
育
所
と
同
じ
よ
う
に
長
時
間
の
預
か
り

に
も
対
応
し
て
い
る
一
方
で
、
幼
稚
園
と

同
じ
よ
う
に
教
育
に
も
力
を
い
れ
て
い
る

の
が
特
徴
で
す
。

保
護
者
の
就
労
状
況
に

柔
軟
に
対
応

3
歳
児
以
上
の
場
合
、
保
護
者
の
就
労
の

有
無
に
か
か
わ
ら
ず
入
園
で
き
ま
す
。
保

育
園
児
（
2
号
認
定
）
は
、
保
護
者
が
失

業
な
ど
で
就
労
状
況
が
変
わ
っ
て
も
幼
稚

園
児
と
し
て
在
園
で
き
る
の
で
退
園
の
必

要
が
あ
り
ま
せ
ん
。

異
年
齢
の
子
ど
も
と

交
流
が
持
て
る

こ
ど
も
園
で
は
０
歳
か
ら
受
け
入
れ
を

行
っ
て
お
り
、
異
年
齢
交
流
が
盛
ん
に
行

わ
れ
て
い
ま
す
。

　

今
年
４
月
一
戸
幼
稚
園
と
鳥
海
保

育
所
が
統
合
し
、「
い
ち
の
へ
じ
ょ

う
も
ん
の
里
こ
ど
も
園
」
が
開
園
し

ま
し
た
。
場
所
は
鳥
海
保
育
所
の
園

舎
を
そ
の
ま
ま
使
用
、
幼
稚
園
児
と

保
育
園
児
を
合
わ
せ
た
62
名
の
子
ど

も
た
ち
が
同
じ
施
設
で
過
ご
し
て
い

ま
す
。

　
「
教
育
と
保
育
が
一
体
と
な
る
環
境

の
も
と
、遊
び
や
生
活
を
通
し
て
『
生

活
』『
こ
こ
ろ
』『
学
び
』
の
自
立
の

基
礎
を
は
ぐ
く
む
」
を
教
育
・
保
育

目
標
と
し
、「
げ
ん
き
な
こ
ど
も
」「
こ

こ
ろ
ゆ
た
か
な
こ
ど
も
」「
か
ん
が
え

る
こ
ど
も
」
の
成
長
を
目
指
し
ま
す
。

　

幼
稚
園
と
保
育
所
の
良
い
と
こ
ろ

を
残
し
つ
つ
永
く
地
域
に
愛
さ
れ
る

こ
ど
も
園
と
な
る
よ
う
、
町
民
の
皆

さ
ん
の
力
を
借
り
な
が
ら
子
ど
も
た

ち
の
成
長
を
促
し
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

町
初
の
こ
ど
も
園
誕
生

地
域
に
愛
さ
れ
る

こ
ど
も
園
を
目
指
し
て

幼
稚
園
と
保
育
所
と

こ
ど
も
園

施設名　いちのへじょうもんの里こども園
所在地　一戸町一戸字砂森 151-2
施設長　
猪久保 久美子
職員数　
15 名
児童数
62 名

（令和 3 年 6 月現在）

昭和51年
4月

昭和53年
7月

昭和29年
5月

一戸幼稚園
開園

鳥海村立鳥海保
育所として認可

町村合併により
「一戸町鳥海保

育所」に改称

施設老朽化につき
新築工事着工

延長保育サービス
事業開始

一戸町社会福祉
協議会運営受託

「いちのへじょうもん
の里こども園」

開設

創立10周年
記念式典

3 歳児
学級増設

3 歳児教室
旧児童センター

へ移転
創立 30 周年

記念事業
一戸幼稚園

閉園

昭和32年
11月

昭和61年
11月

平成11年
4月

平成12年
4月平成15年平成18年

2月
令和３年
３月

令和2年
4月

令和３年4月1日

施設データ

1     
 Point

2     
 Point

3     
 Point

な
に
が
違
う
？

昭和平成令和

12

4

3

5

特集
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令
和
令
和
33
年
度
事
業
計
画

年
度
事
業
計
画

重
点
項
目

Ⅰ 

地
域
福
祉
事
業
の
推
進

Ⅱ 

在
宅
福
祉
サ
ー
ビ
ス
事
業
の
運
営
強
化

Ⅲ 

保
育
施
設
の
運
営

Ⅳ 

介
護
保
険
事
業
の
運
営
強
化

Ⅴ 

相
談
支
援
の
充
実

Ⅰ
地
域
福
祉
事
業
の
推
進

医
療
・
介
護
な
ど
生
活
支
援
が

包
括
的
に
確
保
さ
れ
る
体
制
づ
く
り

Ⅱ
在
宅
福
祉
サ
ー
ビ
ス
事
業
の
運
営
強
化

住
民
の
安
心
安
全
な
暮
ら
し
を
サ
ポ
ー
ト

Ⅳ
介
護
保
険
事
業
の
運
営
強
化

高
齢
者
の
在
宅
生
活
を
支
援

Ⅲ
保
育
施
設
の
受
託
管
理

子
ど
も
た
ち
の
健
全
育
成
と
子
育
て
支
援

Ⅴ
相
談
支
援
の
充
実

ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
で
包
括
的
な
相
談
支
援
体
制
を
構
築（
相
談
支
援
の
充
実
）

　

一
戸
町
社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、
行
政
・
関
係
機
関
・
地
域
住
民
と
協
働
し
、
地
域
の
生

活
ニ
ー
ズ
を
把
握
し
た
上
で
高
齢
者
に
限
定
し
な
い
住
民
の
生
活
を
支
え
る
仕
組
み
づ
く
り

を
図
る
た
め
、
以
下
の
と
お
り
事
業
を
実
施
し
ま
す
。

　
生
活
支
援
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
を
配
置
し
、

誰
も
が
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
網
目
か
ら
漏
れ
る

こ
と
な
く
地
域
に
居
場
所
と
役
割
を
持
ち
互

い
に
尊
重
し
あ
い
、
安
心
し
て
健
康
に
暮
ら

す
こ
と
の
で
き
る
地
域
社
会
を
目
指
し
ま
す
。

（
主
な
事
業
：
ふ
れ
あ
い
・
い
き
い
き
サ
ロ

ン
事
業
、
支
え
合
い
マ
ッ
プ
作
成
事
業
な
ど
）

　

ま
た
、
認
知
症
に
な
っ
て
も
本
人
の
意
思
が
尊
重
さ
れ
、
で
き
る
限
り
住
み

慣
れ
た
地
域
で
暮
ら
し
続
け
ら
れ
る
よ
う
認
知
症
地
域
支
援
推
進
員
を
配
置

し
、
多
職
種
が
連
携
し
認
知
症
に
や
さ
し
い
町
づ
く
り
を
進
め
ま
す
。

（
主
な
事
業
：
認
知
症
カ
フ
ェ
事
業
、
見
守
り
声
か
け
訓
練
事
業
な
ど
）

　

公
共
交
通
機
関
で
の
通
院
が
困
難
な
方

へ
の
移
動
支
援
を
は
じ
め
、
一
人
暮
ら
し

高
齢
者
の
定
期
的
な
見
守
り
な
ど
の
地
域

課
題
に
応
え
る
た
め
食
事
配
達
に
よ
る
見

守
り
支
援
な
ど
、町
か
ら
受
託
し
た
事
業
を

展
開
し
ま
す
。
こ
れ
ま
で
以
上
に
、
住
民

の
安
心
安
全
な
暮
ら
し
を
支
援
し
て
い
き

ま
す
。

（
主
な
事
業
：
福
祉
有
償
運
送
事
業
、
宅
配

食
事
サ
ー
ビ
ス
事
業
、
高
齢
者
生
き
が
い
通

所
事
業
な
ど
）

　

介
護
が
必
要
に
な
っ
て
も
住
み
慣
れ
た
自
宅
で

の
生
活
が
継
続
で
き
る
よ
う
、
介
護
保
険
サ
ー
ビ

ス
の
利
用
等
に
関
し
介
護
支
援
専
門
員
（
ケ
ア
マ

ネ
ジ
ャ
ー
）
が
お
手
伝
い
し
ま
す
。

（
主
な
事
業
：
ケ
ア
プ
ラ
ン
作
成
、
職
員
研
修
の
実

施
な
ど
）

　

今
年
度
開
園
し
た
一
戸
町
初
の
こ
ど
も
園
の
運
営

を
始
め
、
行
政
や
各
保
育
施
設
等
と
の
連
絡
調
整
を

行
い
保
護
者
は
も
と
よ
り
地
域
と
の
連
携
・
交
流
を

深
め
ま
す
。
そ
し
て
豊
か
で
多
様
な
人
間
と
し
て
、
生

き
る
力
を
持
つ
子
ど
も
の
育
成
に
努
め
ま
す
。

（
主
な
事
業
：
こ
ど
も
園
及
び
保
育
所
運
営
事
業
、
児

童
館
運
営
事
業
、
放
課
後
等
学
童
ク
ラ
ブ
運
営
事
業

な
ど
）

　
介
護
、
障
が
い
、
子
ど
も
、
困
窮
等
の
相
談
に
対
し
、
担
当
部
局
や
医
療
、
法
律
の
専
門

職
等
関
係
機
関
と
の
連
携
を
図
り
、
一
体
的
に
実
施
す
る
支
援
体
制
の
構
築
に
努
め
ま
す
。

ま
た
新
た
に
成
年
後
見
制
度
に
か
か
る
法
人
後
見
事
業
に
着
手
し
、
地
域
の
特
性
に
あ
っ
た

権
利
擁
護
に
関
す
る
支
援
を
強
化
し
ま
す
。

（
主
な
事
業
：
ふ
れ
あ
い
総
合
相
談
事
業
、
低
利
貸
付
事
業
、
法
人
後
見
事
業
な
ど
）

法人運営事業

児童福祉事業

公益事業

【地域福祉活動の推進】
相談事業 ( 生活困窮事業、権利擁護事業、低利貸付事業 )
各種地域福祉活動への助成
小中高生への福祉教育
日常生活用具無料貸与
長寿祝、小学校入学祝品贈呈事業
広報啓発活動、調査活動

いちのへじょうもんの里こども園　　 一戸学童クラブ　　　 摺糠児童館
小鳥谷保育所　　　　　　　　　 　 一戸南学童クラブ　　 奥中山学童クラブ
奥中山保育所　　　　　　　　　　 小鳥谷学童クラブ

法人後見事業
一戸町社協指定居宅介護支援事業所

【在宅福祉サービス】
高齢者生きがい通所サービス　配食サービス　通院時移送サービス

【他団体事業】
公益財団法人一戸町社会福祉基金
日本赤十字社一戸町分区
岩手県共同募金会一戸町募金委員会
一戸町民生児童委員協議会

【法人運営】 【地域包括ケアシステムの構築】
生活支援体制整備事業　認知症地域支援・ケア向上事業

地域福祉事業

評議員15名

【役員】

事務局長

会長 1 名
理事 7 名
監事 2 名

ボランティア養成講座フォローアップ
研修

高齢者生きがい通所事業 認知症に関する普及啓発事業（認知症カ
フェ事業）

保育施設の運営と子育て支援ケアプラン作成に伴う相談支援

一
戸
町
社
協
の
組
織
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竪穴式住居に興味津々の子どもたち。
（上）介護保険制度のパンフレットを手に知識を含めるサロン参加者。
（下）慈孝会居宅介護支援事業所職員によるコミカルな演劇。

　
5
月
25
日
、
今
年
度
第
1
回
目
の
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
検

討
委
員
会
を
開
催
し
委
員
18
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
検
討
委
員
会
と
は
、
医
療
や
福
祉
だ

け
で
な
く
多
職
種
が
連
携
し
、
日
常
生
活
に
必
要
な
様
々
な
サ
ー

ビ
ス
が
一
体
的
に
提
供
さ
れ
る
体
制
を
構
築
す
る
こ
と
を
目
的
と

し
て
設
置
さ
れ
て
い
ま
す
。
今
年
度
は
医
療
福
祉
連
携
部
会
、
見

守
り
部
会
、
集
い
の
場
部
会
の
3
つ
の
部
会
に
分
か
れ
、
既
存
サ
ー

ビ
ス
の
見
直
し
や
新
し
い
資
源
開
発
、
普
及
啓
発
活
動
な
ど
に
取

り
組
ん
で
い
く
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　
今
期
よ
り
委
員
長
に
就
任
し
た
大
欠
清
身
委
員
長
は
、「
委
員

同
士
が
連
携
し
合
い
地
域
住
民
と
共
に
事
業
を
展
開
し
て
い
き
た

い
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

　

住
民
相
互
の
子
育
て
支
援
を
担
う
子
育
て
サ
ー
ク
ル
い
ち
は
ぴ
（
山
井
幸
子
代
表
）

は
、
５
月
17
日
、
気
ま
ぐ
れ
工
房
め
～
め
～
亭
（
中
山
大
塚
３
６
３
）
で
活
動
を
実
施

し
ま
し
た
。

　
感
染
予
防
対
策
に
配
慮
し
人
数
制
限
を
し
て
の
開
催
と
な
り
ま
し
た
が
、
町
内
の
親

子
11
名
が
参
加
し
お
下
が
り
交
換
や
親

子
の
交
流
な
ど
を
楽
し
み
ま
し
た
。

　
サ
ー
ク
ル
活
動
は
不
定
期
で
す
が
、
次

回
の
活
動
に
つ
い
て
も
現
在
計
画
中
と
の

こ
と
で
す
。（
詳
し
く
は
イ
ン
ス
タ
グ
ラ
ム
等

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。）

令
和
３
年
度
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム

検
討
委
員
会
始
動

農
作
業
を
通
じ
た
食
育

奥
中
山
学
童
ク
ラ
ブ

親
子
遠
足
へ
出
発　

摺
糠
児
童
館

介
護
保
険
の
知
識
を
深
め
る

ふ
れ
あ
い・い
き
い
き
サ
ロ
ン
活
動

できごとFLASHお
誕
生
会
は
か
た
つ
む
り
ラ
ン
チ
！  

奥
中
山
保
育
所

行政、医療福祉関係団体、商工会、自治会組織、ボランティア団体などの
代表者が集い、子どもから高齢者まで包括的に支援する地域づくりについ
て議論していきます。

　

６
月
18
日
、
奥
中
山
保
育
所
で
は
６
月
生

ま
れ
の
子
ど
も
た
ち
２
人
の
お
誕
生
日
会
を

行
い
ま
し
た
。

　
お
誕
生
会
主
役
２
人
は
、
み
ん
な
の
前
に

立
っ
て
お
話
す
る
こ
と
へ
の
緊
張
と
み
ん
な
か

ら
祝
福
さ
れ
る
こ
と
へ
の
嬉
し
さ
で
ド
キ
ド

キ
、
ワ
ク
ワ
ク
し
て
い
ま
し
た
。

　
ま
た
給
食
で
、
子
ど
も
た
ち
が
大
好
き
な
メ

ニ
ュ
ー
が
提
供
さ
れ
る
こ
と
も
お
誕
生
会
の
目

玉
で
す
。６
月
の
メ
ニュ
ー

「
か
た
つ
む
り
ラ
ン
チ
」

を
「
わ
～
♪
で
ん
で
ん

む
し
だ
～
！
」
と
大
喜

び
で
食
べ
て
い
た
子
ど

も
た
ち
で
し
た
。

　
摺
糠
児
童
館
で
は
、
６
月
８
日
、
親
子
遠
足
で
御
所
野
縄
文
博
物
館
へ
行
き
ま
し
た
。

　
天
気
に
も
恵
ま
れ
、
親
子
で
竪
穴
式
住
居
に
入
っ
た
り
、
虫
さ
が
し
を
し
た
り
、
宝
さ
が
し

ゲ
ー
ム
を
し
て
思
い
っ
き
り
走

り
回
り
ま
し
た
。
オ
カ
リ
ナ
作

り
体
験
も
行
い
、
お
父
さ
ん
お

母
さ
ん
と
一
緒
に
色
塗
り
体
験

を
楽
し
み
ま
し
た
。

　
翌
日
、
遠
足
で
作
っ
た
オ
カ

リ
ナ
を
首
か
ら
下
げ
て
「
ピ
ー

ピ
ー
」
と
登
園
す
る
可
愛
ら
し

い
子
ど
も
た
ち
で
し
た
。

　
姉
帯
地
区
サ
ロ
ン
笑
お
う
会
（
昆
清
一
代
表
）
で
は
６
月
24
日
、
ふ
れ
あ
い
・
い
き

い
き
サ
ロ
ン
活
動
の
一
環
と
し
て
、
演
劇
「
ひ
と
み
ば
あ
さ
ん
、
介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス

を
利
用
す
る
」
を
鑑
賞
し
ま
し
た
。

　
こ
の
演
劇
は
、
社
会
福
祉
法
人
慈
孝
会
（
駒
木
弘
子
理
事
長
）
が
地
域
貢
献
活
動
の

一
環
と
し
て
サ
ロ
ン
活
動
へ
協
力
し
た
も
の
で
す
。
こ
の
日
は
居
宅
介
護
支
援
事
業
所

職
員
４
名
が
、
自
ら
作
成
し
た
台
本
を
も
と
に
介
護
保
険
制
度
の
普
及
啓
発
に
関
す
る

劇
を
演
じ
ま
し
た
。

　
サ
ロ
ン
活
動
に
参
加
し
た
近
隣
住
民
６
名
は
、
プ
ロ
顔
負
け
の
演
技
力
に
、
楽
し
み

な
が
ら
制
度
へ
の
理
解
を
深
め
て
い
ま
し
た
。

　
奥
中
山
放
課
後
等
学
童
ク
ラ
ブ
は
、
自
然
豊

か
な
環
境
を
生
か
し
て
農
作
業
を
通
じ
た
食
育

に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
今
年
は
新
た
に
「
い
ち
ご
」
の
栽
培
に
も
挑

戦
し
、
苗
植
え
、
草
取
り
、
水
や
り
な
ど
の
工

程
か
ら
収
穫
ま
で
自
分
た
ち
で
行
い
ま
し
た
。　

　
採
れ
た
い
ち
ご
は
学
童
の
「
お
や
つ
」
と
し

て
、
み
ん
な
で
美
味
し
く
食
べ
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。

子
育
て
サ
ー
ク
ル
い
ち
は
ぴ  

お
下
が
り
交
換
開
催

お下がり交換会に参加する親子

採れたてのいちごの味は格別でした。
1お誕生日会限定の給食メニューを頬張る子どもたち。
2可愛らしい「かたつむりランチ」

インスタグラム

ブログ
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社協からのお知らせ

宅配食事サービスをご利用ください困りごと出張相談会のお知らせ

認知症カフェのご案内 チャイルドシート無料貸出中

社会福祉協議会会費の納入にご協力お願いします

　「就労しても長く続かない」「借金があって生活がままならない」「人と
のコミュニケーションが苦手」など、暮らしの中の様 な々悩みについて
相談してみませんか？
　一戸町にお住まいの方を対象に、出張相談会を開催します。
日時：令和 3 年 9 月24日（金）、12 月18日（金）
　　　令和 4 年 3月 4日（金）
　　　いずれも午前 10 時 00分～正午まで
会場：一戸町総合保健福祉センター
申込方法：
問い合わせ先へ電話でお申し込み下さい。（当日参加可能）
問い合わせ：
二戸市社会福祉協議会　くらしの相談窓口 / ☎　43-3588

　認知症についてどんなイメージをお持ちですか？多くの方に認知症につ
いて知ってもらうこと、認知症がある方もそうでない方も地域で共に支え
合って暮らしていくこと、そんなことを願い開催するカフェです。お気軽
にお立ち寄りください。（状況に応じて変更、中止となる場合があります。）
▶オレンジカフェさくらの会
日時：令和 3 年8 月21 日（土）午後 1 時 00 分～午後 2 時30 分
場所：一戸町コミュニティセンター
問い合わせ先：オレンジカフェのさくらの会（☎︎ 32-3415 ／岩渕）
▶まるっとカフェ
日時：令和 3 年8 月19 日（木）
　　　午前 10 時 00 分～正午
場所：気まぐれ工房め～め～亭
　　　（中山大塚 363）
問い合わせ先：
一戸町社会福祉協議会

（☎︎ 33-3385）

　新生児から満１歳までの乳児、または帰省等によ
り一時的な利用が必要な幼児を対象としたチャイル
ドシートの無料貸与を行っております。町内在住であ
ればどなたでも申請可能です。
申請対象者：
一戸町内にお住まいの方
使用対象者：
年齢の目安は新生児～４歳児程度

（身長～105㎝程度、体重～18㎏まで）
貸出期間：最長１年間
問い合わせ先：
一戸町社会福祉協議会 / ☎　33-3385

　当協議会は、地域住民同士が支え合いながら自分らしく活躍できる「地域共生社会」の実現を目指しています。事業の実施にお
いては、町民の皆様からの会費、町からの補助金・委託料、共同募金助成金等を財源として活動しております。
　よりよい福祉のまちづくりに向けた事業推進のために、会費の納入についてご理解とご協力をお願いいたします。

社協会費の使途例
・  歩行が困難な方の通院をサポートする外出支援サービス
・  高齢や障がいにより調理が困難な方への宅配食事サービス
・  お金のことや育児・介護のことなどふれあい総合相談事業
・  町内小中高生の福祉教育
・  町内の乳幼児へのチャイルドシート無料貸出

納入金額：一般会員世帯　　　８００円
	    特別会員世帯　 ２，０００円
納入方法：�各地区の行政連絡員や町内会を通じて納入をお願

いいたします。
問い合わせ：
一戸町社会福祉協議会 / ☎　33-3385

　当協議会では、高齢や障害などにより調理が
難しい町内在住の方を対象に、安否確認を兼ね
た宅配食事サービスを行っております。安心安全
を運ぶ宅配弁当はいかがですか？
料金：１食４００円（配達料無料）
提供エリア：一戸町内全域
提供日：毎週水曜日の昼食時間帯（土日祝日を除く）
問い合わせ：
一戸町社会福祉協議会 / ☎　33-3385

つなぐてつなぐて・・とと・・て  て  
つながる地域つながる地域

理
美
容
を
通
じ
て
、大
先
輩
に
伝
え
る
感
謝
。

笑
顔
溢
れ
て
、
絆
深
ま
る
。

　
華
や
か
な
シ
ョ
ー
ル
に
身
を
包
み
、
カ
メ
ラ
に
向
か
っ
て

照
れ
く
さ
そ
う
に
笑
み
を
浮
か
べ
る
高
齢
女
性
。
い
く
つ
に

な
っ
て
も
女
性
に「
美
」は
欠
か
せ
な
い
。さ
っ
き
ま
で
丸
ま
っ

て
い
た
背
中
も
、
髪
を
切
り
、
化
粧
を
し
、
き
れ
い
な
衣

装
を
身
に
つ
け
る
う
ち
に
、
背
中
は
ど
ん
ど
ん
起
き
上
が

り
顔
に
は
笑
み
が
こ
ぼ
れ
て
く
る
。
女
性
だ
け
で
な
く
男

性
も
同
じ
だ
。

　
こ
れ
は
奥
中
山
の
と
あ
る
理
容
店
が
、
訪
問
理
美
容
の

依
頼
を
受
け
訪
れ
た
お
宅
で
の
一
コ
マ
で
あ
る
。

　
こ
の
理
容
店
店
主
の
七
つ
道
具
は
、
他
と
は
ち
ょ
っ
と
違

う
。
櫛
や
ハ
サ
ミ
な
ど
に
加
え
て
、
ド
レ
ス
や
タ
キ
シ
ー
ド

に
カ
メ
ラ
、
ア
ク
セ
サ
リ
ー
ま
で
も
必
ず
持
ち
運
ぶ
。「
開

拓
の
地
奥
中
山
で
戦
後
の
厳
し
い
時
代
を
生
き
抜
い
た
高

齢
者
に
、
残
り
限
ら
れ
た
人
生
を
美
し
く
、
少
し
で
も
晴

れ
や
か
な
気
持
ち
で
過
ご
し
て
ほ
し
い
」「
あ
り
が
と
う
を

伝
え
た
い
」
と
店
主
は
語
る
。
義
母
の
介
護
、
自
宅
で
の

看
取
り
を
経
験
し
た
店
主
故
の
言
葉
の
重
み
を
感
じ
た
。

　
取
材
に
訪
れ
た
日
、
理
容
店
に
は
社
会
福
祉
法
人
カ
ナ

ン
の
園
の
利
用
者
が
訪
れ
て
い
た
。
店
主
の
優
し
い
声
か
け

に
、
緊
張
が
ほ
ぐ
れ
や
わ
ら
か
い
表
情
に
な
っ
て
い
く
。
自

分
が
選
ん
だ
色
の
衣
装
に
身
を
包
み
撮
っ
た
記
念
写
真
。
カ

メ
ラ
越
し
の
嬉
し
そ
う
な
笑
顔
が
忘
れ
ら
れ
な
い
。

　
国
際
結
婚
を
し
た
外
国
人
女
性
が
ド
レ
ス
ア
ッ
プ
し
た
こ

と
も
あ
る
と
い
う
。
ど
ち
ら
に
し
て
も
、
ご
家
族
が
見
た

ら
ど
ん
な
に
喜
ぶ
だ
ろ
う
…
想
像
す
る
だ
け
で
幸
せ
な
気

持
ち
に
な
る
。
訪
問
理
美
容
で
撮
っ
た
高
齢
女
性
の
写
真

は
、
県
内
外
に
住
む
８
人
の
子
ど
も
た
ち
の
元
へ
郵
送
さ
れ

た
。コ
ロ
ナ
禍
で
会
う
こ
と
が
で
き
な
い
今
、ご
家
族
に
と
っ

て
こ
の
写
真
は
一
生
の
宝
物
に
な
っ
た
に
違
い
な
い
。

　
「
コ
ロ
ナ
が
落
ち
着
い
た
ら
色
々
な
施
設
を
巡
っ
て
み
た

い
！
」
訪
問
理
美
容
が
町
じ
ゅ
う
に
笑
顔
を
運
ぶ
日
が
待

ち
遠
し
い
。

par t 8
　

か
つ
て
一
戸
で
は
当
た
り
前

だ
っ
た
活
気
あ
る
地
域
づ
く
り
。

誰
も
が
自
然
に
手
を
差
し
伸
べ
合

い
、
助
け
合
え
る
地
域
づ
く
り
。

そ
ん
な
光
景
を
再
び
一
戸
に
取
り

戻
し
た
い
…
。
社
会
福
祉
協
議

会
は
、
住
民
が
手
と
手
を
取
り

合
い
支
え
合
う
地
域
づ
く
り
の
実

現
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
ペ
ー
ジ
で
は
、
町
内
の
住

民
主
体
に
よ
る
活
動
に
よ
っ
て
地

域
が
元
気
に
な
り
「
つ
な
が
り
」

が
生
ま
れ
て
い
く
様
子
を
シ
リ
ー

ズ
で
紹
介
し
て
い
き
ま
す
。

オレンジカフェのさくらの会の様子

厳しい時代を生き抜いた高齢女性だからこその美しさ。これからの厳しい時代を生き抜いた高齢女性だからこその美しさ。これからの
人生も楽しくいきいきと謳歌してほしいと願う。人生も楽しくいきいきと謳歌してほしいと願う。

腰が曲がり普段下を向いている方も、今日はしっかり前を腰が曲がり普段下を向いている方も、今日はしっかり前を
見て。見て。

記念撮影を行うカナンの園利用者。嬉しそうな笑顔が忘れ記念撮影を行うカナンの園利用者。嬉しそうな笑顔が忘れ
られない。られない。

優しく語り掛けながら手際よく整髪する店主。利用客の優しく語り掛けながら手際よく整髪する店主。利用客の
緊張が徐々にほどけていく。緊張が徐々にほどけていく。

育てよう福祉の心  住みよい町をみんなの手で育てよう福祉の心  住みよい町をみんなの手で 1011



こんにちわ
ヨロシク
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寄付御礼 災害義援金募集のお知らせ

社会福祉法人
一戸町社会福祉協議会
〒 028-5321  
一戸町一戸字砂森 93-2（一戸町総合保健福祉センター内）    
TEL / 0195-33-3385 
FAX  / 0195-33-2737
ホームページ 
http://ichinohe-shakyo.jp/

　コロナウイルスワクチン接種や東京オリンピック、そして御所野遺
跡世界遺産登録など例年よりも騒がしい年のように感じています。当
協議会においても、町初のこども園などの新規事業に加え任期満了に
伴う役員改選など慌ただしく過ぎ去る毎日…気が付けばもう暦は復路
に入りました。
　慌ただしさの中にも、事業や取材を通じた地域の皆さんとのふれあ
いや子どもたちの成長など小さな幸せにほっこり心が温まります。私
が感じている「幸せ」を皆さんにもお届けできるよう、町内を駆け回
り慌ただしい今年度を「確実に」走り切りたいと思います。（小野寺）

編集後記

読者プレゼント

◆匿名様
　 金　３０，０００円　也
　頂きましたご寄付は、地域福祉事業の推進のため
活用させていただきます。ありがとうございました。

一戸町社会福祉協議会への寄付

　本誌への感想や当協議会への意見など、アンケートに答えて頂いた方の中から抽選で３名の方に一戸町の特産品（1,000円
相当）をプレゼントします。
　応募を希望される方は、❶住所❷氏名❸年齢❹電話番号❺本誌への感想や当協議会に対する意見などを明記の上、はがき
またはメールにて編集係までお送りください。発表は、発送をもって替えさせていただきます。

応募方法　▶はがき　〒028-5312一戸町一戸字砂森93-2
　　　　　　　　　　一戸町社会福祉協議会「広報ゆいっこ編集係」

▶メール　ichinohe-shakyo@themis.ocn.ne.jp

　社会福祉協議会では、被災された方々を支援するための義援
金を次の通り受付しております。頂いた義援金は岩手県共同募
金や日本赤十字社岩手県支部を通じて全額被災地の方々へ届け
られます。皆さまのご協力をお願いいたします。
平成 30年７月豪雨災害義援金

（ 受付期間：令和 4 年 6 月 30 日まで）
令和２年７月豪雨災害義援金

（ 受付期間：令和 4 年 3 月 31 日まで）
令和3年７月大雨災害義援金

（ 受付期間：令和 3 年10月31日まで）

その他、国外義援金ついても受付しております。一戸町社会福
祉協議会（TEL 33-3385）までお問い合わせください。

各種相談日程表
法律相談 多重債務相談 くらしの相談窓口 ふれあい相談

開催日

 7月27日（火）

月曜日～金曜日
（土日祝祭日・年末年始休み）

月曜日～金曜日
（土日祝祭日・年末年始休み）

　8月10日（火）
　8月24日（火） 8月17日（火）

9月21日（火）

時　間 10:00～15:00 10:00～15:00 8:30～17:15 8:30～17:15

場　所
二戸消費生活センター

（二戸合同庁舎内）
TEL 23-5800※要予約

二戸市総合福祉センター
TEL 43-3588

一戸町社会福祉協議会
（一戸町総合保健福祉センター内）
TEL 33-3385

（令和3 年 3 月～ 令和 3 年 6月取扱分）

（水）　9月28日
（火）　9月14日


